
策定委員会
小中一貫校舎検討会

教職員
児童・生徒 （ヒアリング）

合
同
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同
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（運用についての議論をスタート）

必要に応じて継続

WS事例写真

各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※詳細は上記WSプログラム例参照

設計審査（DR）
フィードバック確認（FB）
設計照査（査図）

・計画条件確認
・取組方針策定

弊社実績による
フィードバックの確認

・設計条件確認
・設計方針策定

・設計内容確定

計画条件が計画書に
反映できているか確認

基本設計条件が設計に
反映できているか確認

FB

DR-0 DR-1 DR-2 ・設計内容精査DR-3

査図 査図 実施設計条件が設計に
反映できているか確認

査図
積算の内訳確認

査図

コ ス ト 管 理 コスト設定 簡易概算コスト算出 概算コスト算出① 概算コスト算出②
ﾁｪｯｸ1 ﾁｪｯｸ3 ﾁｪｯｸ4 ﾁｪｯｸ5ﾁｪｯｸ2

与条件整理
施設規模 ・ 所要室の検討
各種ヒアリング、類似先進事例調査

配置計画の検討 平面計画の検討

設備・構造・環境設計の検討

配置計画の確認

与条件の確認
実施設計方針の検討基本設計方針の検討

（平面ゾーニング含む）
設備・構造・環境計画の検討

設　計

与条件の確認

積算業務
(外構・防災・建替計画含む)

実施設計 ①
(詳細検討)

実施設計 ②
(詳細設計)

申請業務

基本計画（4ヶ月） 基本設計（5ヶ月） 実施設計（12ヶ月）
基
本
計
画 

成
果
品

基
本
設
計 

成
果
品

実
施
設
計 

成
果
品
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令和２年度年　度

月

【策定委員会や教職員、児童生徒、地域住民等からの意見や提案を確実に設計に反映させるためのプロセス】

運営教育方針の
検討

茅野ならではの
小中一貫校へ

新たな活動へ
方向性の確認

既存組織・
活動へつなぐ

学校へつなぐ

設計へ反映する

フィードバック

（活動・仕組みなど
に関する意見 )

ソフト
プログラム

（建築・外構など
に関する意見 )

ハード
プログラム

各種 ＷＳの開催
ＷＳのテーマ１ ～ ８

▶成果 ▶成果

W
S
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

小中一貫ならではの児
童生徒の交流共有の場
のあり方や、成長段階に
即した教室廻りの設え
について詳細に議論。

教職員WS
学習拠点となるメディア
センターやトイレにつ
いて考え、計画づくりを
通して、小中一貫校に対
する愛着を育む

児童・生徒WS

他市町村の先進事例を学
び、茅野市の小中一貫に向
けて目標と課題を共有する

他自治体の
先進事例に学ぼう

児童生徒の年齢や学習課題
を意識し、小中で共有でき
ること・分けることを考える

小学校と中学校の
つながりを考えよう

先進事例の情報 配置ダイアグラム案

小学校と中学校のつながりを意識する１

児童生徒の生活面や学習
面を意識し、小中の機能を
共有するメリットを考える

小学校と中学校の
機能の共有を考えよう

小中のまとまり(6-3、4-3-2)
を意識し、普通・特別・管理
諸室等との関係を考える

小学校から中学校までの
まとまりを考えよう

目指すべき小中一貫校像 配置計画案

機能の共有を考え、小中一貫のメリットを強化２

小学校と中学校のそれぞ
れの活動、小中一貫で行う
活動を考え整理する

小中一貫の活動を
整理しよう

小中で、特別教室・管理諸室
等を共有することで、機能の
強化を図るアイデアを考える

施設の兼用を意識し
合理的な校舎を考えよう

小中一貫の活動整理
年間プログラム作成 平面ゾーニング案

目指すべき小中一貫のイメージを共有する３ ４

現在行っている地域学習
等を踏まえ、学校と地域が
つながる活動を考える

地域のシンボルになる
学校を考えよう

メディアセンターのエリア
ゾーニングや共有する特別
教室の設えについて考える

学習の拠点 「メディアセンター」 
「特別教室」を考えよう

学校と地域がつながる活動 メディアセンター・
特別教室の設え

地域の拠点、学習の拠点を創造する６

小中学校の9年間を通し
た、生活面における異学年
の交流活動を考える

小中一貫の
イメージを具体化しよう

児童生徒の学齢や学習課
題に合った設え、学年のま
とまりを考えよう

生活の拠点「クラス
ルーム廻り」を考えよう

具体的な小中一貫活動 クラスルーム廻りの設え

落ち着いた生活環境を創造する７

これまでの議論が反映され
ているか、実施設計に向け
た課題を整理する

「こんな学校にしたい」
という想いをつなげよう

基本計画・基本設計の議論
を踏まえ、次年度・次世代
に想いをつなげる

基本設計を確認しよう

実施設計に向けた課題 基本設計案

つなげよう次年度に ／ つなげよう次世代に８

日常的な活動（小学校と中
学校それぞれの活動、小中
一貫の活動）をイメージする

小中一貫の活動を
イメージしよう

校種間・異学年交流スペー
ス、集団学習スペースの設
えを考えよう

集団学習スペース
を考えよう

児童生徒・教職員の
活動整理 集団学習スペースの設え

集団学習スペースを創造する５

（仮称）小中一貫教育サポートの会
( コミュニティスクール運営委員会を母体とする )

児童生徒
WS

小中一貫
校舎検討会
（地域・学校）

策定委員会 地域
他団体

教職員
WS

連携 連携 移行

移行 連携

連携
情報発信

活
動

P
R

か
わ
ら
版

イ
ベ
ン
ト
等

基本計画
基本設計
基本方針
実施設計
施工
詳細方針
運用

さらに広く参加者を募り

小
学
校

中
学
校清掃・合唱・部活動・合同学習など

９
年
間
の
連
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

小から中へのスムーズな移行

小中一貫校 周辺施設保育園

小1・小2
小3・小4
小5・小6 特

別
支
援 中3

中2
中1 特

別
支
援

交流・共有の場異学年
交流

地域
連携 連携

連携

・永明小中が目指す「ふれあい つむぎ合い つながる児
童生徒」を育てるために、施設一体型を活かした茅
野市ならではの小中一貫校づくりを行います。

・小学校や中学校それぞれの機能や使い勝手の議論は
もちろん、小中一貫校として、「今までとは違う新し
い学校をつくる」という共通認識を関係者の皆が、
初期の段階で共有することが大切です。

01 施設一体型の小中一貫校であることを
最大限活かした施設づくり

・竣工後、学校を利用者にうまく使いこなしてもらう
ためには、設計から施工段階を通して、利用者の意
識を高め、主体性を育むことが大切です。提案する
各種ワークショップ（以下、ＷＳ）を通じて、小中一
貫校に関わる様々な利用者と議論し、意見を取り入
れることが効率的かつ効果的な設計／施工プロセス
になると考えます。

02 利用者の主体性を育み運用へとスムーズに
つなげるワークショップの提案

・各種ＷＳは、後戻りせずステップアップするために、
毎回具体的な議論ができるよう明確にテーマを設定
します。ＷＳでの議論はグループワーク形式で行い、
様々な立場の参加者が議論しやすい場をつくります。

・基本構想段階での議論をベースとして、基本計画・
基本設計段階においては、小中一貫校のあり方を踏
まえた「ソフト（使い方や教育）」について十分に議
論した上で、本当に必要な「ハード（設えや建築）」
を導き出し、配置計画やブロックプランの方向性を
決定します。

03 ハードとソフトの両面から考える、工程にフィットしたワークショッププログラムの提案

04 利用者等からの意見・提案を確実に設計に反映させるための設計プロセス
【各種ワークショップからの意見や提案を活かす流れのイメージ】 【ソフトとハードの両側面から議論を進めるワークショッププログラム例】

【設計／施工プロセスにおけるワークショップ体制】【永明小中が目指す小中一貫校イメージ図】

地域と学校と共につくる「つむぎ会い つむぎ合う場」づくり
－茅野市ならではの施設一体型小中一貫校を実現する利用者協働型の施設づくりの提案－

※挿入写真は全て弊社実績

様式第７－１号 技術提案書【業務の実施フロー及びスケジュール】
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令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

・小中一貫校舎建設内示
STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

・既存校舎解体

・屋内運動場建設
・外構工事①

・中学校
   既存屋内運動場解体

・外構工事②埋蔵文化財調査

中学校グラウンド 小学校グラウンド 中学校屋体跡小学校校舎跡
中学校校舎跡

小中一貫校舎完成
引越し

屋内運動場完成 全体完成
引越し

※埋蔵文化財調査の期間は、面積・調査面数（年代
ごとの地層）・出土物及び作業員数によるため、
行政機関と協議の上、確定する必要があります。

工事開始時期は、
国からの内示のタイミングによる

中学校屋内運動場
の利用が不要であ
ればさらに短縮可

既存
解体

建設中
完成

学校利用エリア

仮囲い

工事車両入口
児童生徒入口
給食車両入口

工事エリア

STEP1
2021.10~2023.02
・小中一貫校舎建設工事

STEP2
2023.04~2023.06
・小学校校舎等解体工事
・中学校校舎等解体工事

STEP3
2023.09~2024.02
・屋内運動場建設工事
・外構工事①

STEP4
2024.04~2024.08
・中学校屋内運動場解体工事
・外構工事②

【居ながら建替工事の実績】

日当たり〇
大きさ　△   見通し〇

日当たり△
大きさ　〇   見通し△

日当たり〇
大きさ　〇   見通し〇

私たちの提案は、
南北分棟配置

です。

Ａ案（東西一棟）

基本構想モデル案

グラウンド環境

利用者動線の明快さ

駐車場の使いやすさ

土砂危険区域ライン

校舎内動線

日当たり

卓越風の利用

周辺施設との連携

周辺環境への配慮

工事手順の妥当性

総合評価

①案

○ △ ◎
△ △ ◎
◎ △ △
△ ◎ ◎
◎ △ △
◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎
△ △ ◎
◎ △ ◎

○ △ ◎
△ ◎ ◎

③案 ④案

使いやすいさ 〇
歩車分離　　 △

使いやすいさ △
歩車分離　　 △

使いやすいさ 〇
歩車分離　　 〇

台数の確保 〇
校舎に近い 〇

台数の確保 △
校舎に近い 〇

台数の確保 △
校舎に近い 〇

アリーナの一部へ
かかる

校舎・アリーナ共に
かからない

校舎・アリーナ共に
かからない

校舎とアリーナが近い 校舎とアリーナが
離れている

校舎とアリーナが
離れている

校舎　　  〇
アリーナ  〇

校舎　　  〇
アリーナ  〇

校舎　　  〇
アリーナ  〇

校舎　　  〇
アリーナ  〇

校舎　　  〇
アリーナ  〇

校舎　　  〇
アリーナ  〇

校舎との連携　　  〇
アリーナとの連携  △

校舎との連携　　  〇
アリーナとの連携  △

校舎との連携　　  〇
アリーナとの連携  〇

風通し 〇
騒音　 〇   砂ぼこり〇

風通し △
騒音　 △   砂ぼこり〇

風通し 〇
騒音　 〇   砂ぼこり〇

工事のしやすさ　  △
手順のスムーズさ  △

工事のしやすさ　  〇
手順のスムーズさ  〇

工事のしやすさ　  〇
手順のスムーズさ  〇

工事のしやすさや工事
手順に課題が残る

周辺施設との関係性や
児童の安全性に課題が
残る

多くの項目で高評価

Ｂ案（東西分棟）

※前提条件１…工期の観点から、校舎は中学校グラウンドに建設
　　　　　２…校舎・グラウンド環境の観点から、グラウンドは校舎の南か東へ配置
　　　　　３…既存水路・樹木を積極的に利活用

Ｃ案（南北分棟）

アリーナ
校舎

サブ
サブ

サブメイン メイン

メイン
周辺
施設

周辺
施設

周辺
施設校舎 校舎

土砂危険区域 土砂危険区域 土砂危険区域

アリーナ

施設一体型の小中一貫
校であることを生かし、
子どもたちだけでなく、
教職員や地域も含めて、
将来に渡りお互いが学
び合い、育ち合い続け
る環境をつくります。

茅野の気候風土や先人が
培ってきた歴史・文化を
ふまえ、日常的にも、有
事の際にも、子どもたち
を含め誰もが安心して学
び、生活できる快適な環
境をつくります。

校舎をまちの一部として
捉え、地域や周辺施設に
開き連携することで、子
どもたちを中心とした多
世代にわたるつながりが、
日常的に起こりやすい環
境をつくります。

包み込む学び育てるつながる

→様式第７－２号 →様式第７－３号 →様式第７－４号

茅野の
気候風土

縄文の
歴史・文化

コンセプトイメージ
竪穴式住居内の中央に
炉を据え、土器を並べ、
その周りで家族が
寄り添って暮らす姿を

モチーフに。

つながる

学び育てる

包み込む

つむぎ会い
つむぎ合う場

八ヶ岳連峰をはじめとした雄大な自然とその自然に育ま
れた縄文文化。 自然の秩序を保ちながら、 四季折々の
自然の恵みを生かしてきた縄文人の生き方。

１万年以上続いた縄文時代から培われてきた支え合い
や助け合いの心、 足るを知る心は、 これからの時代を
生きる児童生徒にとって大切なものだと考えます。

私たちは、 それら縄文の歴史や文化を受け継ぎながら、
地域や学校とともに、 茅野の気候 ・風土にふさわしい、

『つむぎ会い つむぎ合う場』を実現します。

01『 つむぎ会い つむぎ合う場 』を具現化する３つのコンセプト

・現中学校用グラウンドにコンパクトに校舎を建てること
で、仮設校舎をつくらず、児童生徒の動線、給食搬入動
線も今まで通りに維持した状態で建て替えが可能です。

・学校運用エリアと工事エリアを明確に区分できるため、
児童生徒や地域の安全性を確保でき、運用上の負担も軽
減して工事を進めることができます。

04 学校運営への影響を最大限に抑え、児童生徒や
地域の安全性に配慮したスムーズな工事手順

・児童生徒の学習／生活環境、利用者動線、周辺施設との
連携、近隣への配慮、工事の安全性や工期など様々な観
点から比較検討を行い、最適解として、小中一貫校とし
てのメリットを最大限発揮でき、コンパクトで機能的な
計画である「Ｃ案（南北分棟配置）」を提案します。

02 様々な観点からの配置検討による
最適案の提案

・児童生徒の日常の安全性を確保するため、車両動線は敷
地西側に集約し、敷地南北に走る既存道路は歩行者専用
道「縄文プロムナード」として再整備し、親しまれてき
た南北動線を活かしながら、歩車分離を徹底します。

・校舎は敷地北西にコンパクトに配置し、周辺施設と隣接
させることで、日常的な連携をとりやすくします。ちの
地区コミュニティセンターへは直接アプローチできる動
線を確保し、互いの機能を補完し合うことができます。

03 児童生徒と地域の日常的な交流を促進する、多くのメリットを生み出す「南北分棟配置」

・校舎北側の半屋外のあそびの広場
は、ちの保育園園庭に隣接させ、雨
の日でも使える園児の遊び場として
利用できます。ピロティ状の土間を
介して、保小中互いの活動が見え、
一体的な雰囲気をつくり出します。

・メイン駐車場（来客用）は周辺施設
と一体共有し、日常の駐車場不足を
解消します。

・屋内運動場（メイン・サブ）は周辺
施設と隣接させ、地域開放連携ゾー
ンを形成することで施設間連携をし
やすくします。

・屋外運動場（メイン・サブ）は小中
同時利用時の安全性に配慮し、緩や
かに分離しながら互いの活動が見え
る配置とします。

一般車両
給食車両
児童生徒入口

歩行者の動線
来客・職員・地域動線

＜凡例＞

校舎は敷地境界から 10m以上セット
バックするとともに、北側一部は平屋
建てとし、保育園への日当たりに配慮

建物周囲にはメンテ
ナンス通路を設ける

目の届きやすい位置
へ学級園・畑を配置

建屋は住宅地と
離し騒音へ配慮

既存水路は親水空間としてみんなで整備

既存樹木は極力残し
校内を豊かに

スクール
バスも
駐車可

車路沿いは緑地を
設け、除雪へ配慮

開かれたまちの公園
として遊具を集約

ＷＳでみんなで考えつくる
中庭は低学年の遊び場にも

雨に濡れずに
アプローチ可

北西からの卓越風

授業や部活で重宝
する８の字型の
ジョギングコース
保育園児の散歩
ルートにも利用可

イベント時には臨時
駐車場として利用

保育園に開き、アプローチしやすく、
連携のとりやすい計画

▼土
砂危
険区
域ラ
イン

車両進入口を
限定し、わかり
やすさへ配慮

南

東

北

西

夜間

昼間

風配図（夏季・中間期）

あそびの
広場

小中一貫校舎

屋内運動場
（メイン・サブ）

中庭

中庭

サービス
ヤード

メイン駐車場
（来客用・96台）

サブ駐車場
（職員用・76台）

ロータリー

集いの広場

屋上プール

屋外運動場
（メイン）

屋外運動場
（サブ）

せせらぎ広場

練成館

ちの保育園
園庭

ちの地区公共施設
駐車場

家庭教育センター

ちの地区
コミュニティセンター

茅野市民館
駐車場

▼  茅野駅・茅野市民館

保育園
駐車場

遊具広場

テニス
コート畑 倉庫

クラブ
ハウス

銀杏の木

学級園
畑

緊急車両

児童生徒の
交流を育む南北軸

児童生徒と地域の
交流を生み出す東西軸

地域開放連携ゾーンを
横断する南北軸

地域開放連携
ゾーンを形成

縄
文
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

小気味良く立ち並ぶ柱と水平性を強調したぐるりとまわる庇がおりなす
児童生徒や地域の活動の背景となる端正なファサード

【基本構想での議論も踏まえた配置計画の比較検討】

【屋根付きの集いの広場】

【みんなで考えつくる中庭】

【親水空間としてのせせらぎ広場】 【建替え手順】

【工事工程表】

地域に開き、多世代にわたるつながりを生む環境づくり
－茅野市型コミュニティスクールを推進し、児童生徒の学習／活動環境や周辺施設との連携を最大限に高める「南北分棟配置」の提案－

※挿入写真は全て弊社実績

様式第７－２号 技術提案書【土地利用及び配置計画】



〈凡例〉
普通教室ゾーン

CR：普通教室　WS：ワークスペース　WR：ワークルーム
管理ゾーン

学童クラブ
特別教室ゾーン
交流共有ゾーン

体育ゾーン
主要出入口

〈凡例〉
普通教室ゾーン

CR：普通教室　WS：ワークスペース　WR：ワークルーム
管理ゾーン

学童クラブ
特別教室ゾーン
交流共有ゾーン

体育ゾーン
主要出入口

管理職教員 教員

執務スペース
（小学校）

給湯

執務スペース
（中学校）打合せ

スペース

印刷 印刷

小学１～２年
（低学年） （中・高学年）

※WSの図書で
　調べ学習

※絵具を流し台
　で洗う

※観察記録の
　発表

建具を全開し
WSを含めた
一体利用可能

カーテン

小学３～６年
リビングのような学習・生活空間
落ち着いて過ごせる総合教室

特別教室も利用した教科教育が中
心、WSと CR の一体利用可能

教室内で
ゆるやかに領域
を分けて作業

全開可能な
建具

WSWS

CRCRCRCR

廊下廊下 廊下廊下

WSWS

手洗 ※WSは給食の
　配膳にも利用

※学芸会の
　発表練習など

※WSも使って
　グループ学習

中学 1～ 3年
独立性の高い設えで集中できる
WRは落ち着ける小規模スペース

多様な学習を
同時展開可能

WRWR

CRCR CRCR

廊下廊下

※教師間
　打ち合わせ
※グループ別
　ディベート

ＷＳ ＷＲ

中庭

倉庫

中庭

屋外テラス

昇降口
（小学校）

昇降口
（中学校）

休憩時間にも気軽に使
えるオープンスペース

宝探しのように
本を見て感動
する機会を演出

昇降口に隣接させ
興味を持たせる

じゅうたん敷き
リラックスしな
がら本を読める

扉を閉じて静かに本を読める
調べ学習スペースは2つ用意し
複数クラスが同時利用可

グループ研究や縄文科学
習等の成果発表の場として
利用可

見通しが利き、気軽に
声を掛けられる

調べ学習エリア

調べ学習
資料群

調べ学習エリア
（閲覧コーナー）

自習コーナー

絵本
コーナー

司書
コーナー

プレゼンテーション
ルーム

放送室

楽しみ読み
エリア

展示
コーナー

展示
コーナー

ブラウジング
PC検索コーナー

８の字の
回遊動線

交流・共有ゾーン

小中の互いの活動を
感じられる距離感

小中互いのプライバシーを
確保できる距離感

普通教室ゾーン
（小学校）

普通教室ゾーン
（中学校）

特別
教室
ゾーン

ｴｺﾎﾞｲﾄﾞ

ｴｺﾎﾞｲﾄﾞ

・新学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」の視
点から、「何を学ぶか」だけでなく、「どのように学ぶか」
を重視しています。「学びに向かう力・人間性」「知識・技能」
「思考力・判断力・表現力」をバランスよく育むことので
きる場としてメディアセンターは重要な場と考えます。

・学びの拠点となるメディアセンターは、動線の要となる
１階中央に配置します。小中一体化により、本を介した
児童生徒の日常的な交流や、小中相互の図書利用ができ
るメリットを活かします。

02 授業時間と休憩時間それぞれを豊かに
両立させたメディアセンター

・学校生活の拠点となる普通教室廻りのスペースについて
は、大半の授業が教室で行われる小学 1～ 2 年生、学級
間や学年全体での授業やグループ学習の機会が増える小
学 3～ 6 年生、一斉形式の授業とともに、小集団学習や
面談の機会が増える中学 1～ 3年生、の 3つのカテゴリー
に分け、成長段階に合わせた設えとします。

・ゾーニングに合わせたエリアカラーデザインや、サイン
等も含め、きめ細やかに設えを変え、9 年間の長い学校生
活に変化を与え、成長段階を演出します。

・将来、児童生徒数が減少した場合は、空き教室を学年ご
とのオープンスペースや、普通教室と連携した通級学級、
更衣／教材スペースに転用するなど、学年毎のまとまり
や学びをさらに充実させます。

03 児童生徒の成長段階に合わせた
普通教室廻りの学習／生活スペース

・教室の大小、テーブルやイスのあるなし、教室配置の違
いを持たせた多様な集団学習スペースを設けることで、
学年全体や複数学年合同での学習活動など、活動に合わ
せてスペースを選択できるよう配慮します。

・集団学習スペースを中心に、プロジェクターや大きなホ
ワイトボード、音響設備など ICT 設備を備えたプレゼン
テーションに適した場所を用意し、アクティブラーニン
グにも対応した学習環境をつくります。

04 活動に合わせて選択できる多様な
集団活動スペース

・小中一貫校になることで多忙化する教職員の職場環境を
充実させます。職員室は、小中の先生同士の連携を図り
やすくするため、共有する印刷スペースとリフレッシュ
スペースを緩衝帯とし、小中の執務スペースを緩やかに
分け、ゆとりを持たせて一体化します。

05 教職員の負担を減らす職場環境スペース

・校内に分散した打合せス
ペース、機能的な印刷ス
ペース、情報処理スペース
の充実等、教職員の日常の
負担を減らし、業務しやす
い環境をつくります。

・交流／共有ゾーンを中心に据え、エ
コボイドと 8 の字型の動線で各ゾー
ンがつながるコンパクトな平面計画
とします。見通しよく、死角をつく
らないため、教職員の目が行き届き
やすい計画となります。行き止まり
がなく回遊性があるため、児童生徒
の機能的な移動を促進し、活動が連
続します。

・南北に分かれる普通教室ゾーンでは、
普通教室やワークスペースに加え、
自然採光と通風を促すエコボイド、
アメニティスペース（トイレ+手洗）、
教材スペース、教員スペースで 1 フ
ロアのまとまりをつくり、隣り合う
学年同士の日常的なつながりを促進
します。

01 コンパクトで機能的、豊かな学習/生活環境を
もたらす平面計画「８の字型プラン」

・学校の周辺公共施設の利用だけではなく、校舎の地域開
放を見据え、交流／共有ゾーンと特別教室ゾーンは普通
教室ゾーンと切り離して利用できるよう計画します。休
日・夜間の地域の生涯学習の場として利用できます。

閉じたスペースとしても
使える小規模空間

教員スペースをフロア中
央へ配置し、校舎内外の
児童生徒の見守りに配慮

机は可動とし、給食時以外
は机のある集団活動スペー
スや音楽ホールとして利用
が可能

児童／生徒会での共同利
用や、急な活動・行事が
生まれたときの小中共有
のマルチスペース
英語活動や軽運動にも

フロアに分散して配置し、
教職員の負担を減らす

小中合同の活動
スペースであり
多目的ルームと
の一体利用も可

室数が足りない
ときは、多目的
ルームも利用可

各教科の充実した作品を
展示し、他学年の活動に
ふれる機会をふやす

中央廊下は児童生徒の日
常的な居合わせを促進し、
人間関係の発展を促す

アメニティスペースは学
年を越えた日常交流の場

特別支援教室前にもワーク
スペースを設け、落ち着い
た環境をつくる

保小中連携
や食育活動
にも利用可
畑で採れた
作物は土間
で洗える

プロムナード
から中の活動
が見える

小中昇降口をそれぞれ設け
登下校時の混雑を避ける

質問や相談など、児童
生徒と気軽にやりとり
できる共用スペース

大きな大会の会場やイベント
時には一体利用が可能

駐車場やロータリーに近接
させ送迎しやすいよう配慮

普通教室へ行けない子など
様々な状況をサポート

地域交流室へのアクセス
しやすさに配慮

様々な学習発表の場に

音や振動の生じる
教室は１階へ配置

両方のグラウンドへ
見通しの良い配置

高断熱化し避難所として
も適切な断熱性能を確保

近隣へのプライバシー及
び敷地の有効活用を考慮
し、サブアリーナ上部へ

屋内運動場と一体
につくり、将来、
校舎内の空き教室
を学童クラブに転
用した場合は、他
用途へ変更可

〈凡例〉
普通教室ゾーン

CR：普通教室　WS：ワークスペース　WR：ワークルーム

管理ゾーン
学童クラブ

特別教室ゾーン
交流共有ゾーン

体育ゾーン
主要出入口
管理区画

３階平面イメージ

２階平面イメージ

１階平面イメージ

音の出る教室は
最上階へ配置
楽器庫は
ゆったり確保

小中毎、フロア毎の屋外
広場は息抜きの場や、低
学年の遊び場として利用

EVは地域開放時
にも利用可

適切な隣棟間隔を確保
し、採光・通風へ配慮

アリーナやプールへは
室内からアプローチ可能

児童生徒で考えつくる
中庭は、子どもと利用
者の遊び場にもなる

通路幅はゆとりを持たせ、
談話コーナーに

敷地北側は平屋建てとし、
保育園への日当たりに配慮

小中互いの活動が見える距
離感

地
域
開
放
ゾ
ー
ン
（
１
〜
３
階
）

アリーナを放課後の活動
スペースとして利用

中学生の読書離れに配
慮。立寄りやすい雰囲
気、中学生に人気の図
書シリーズや雑誌コー
ナー、公共図書館とも
連携し、新聞記事や今
月の出来事などを発信

中学生の読書離れに配
慮。立寄りやすい雰囲
気、中学生に人気の図
書シリーズや雑誌コー
ナー、公共図書館とも
連携し、新聞記事や今
月の出来事などを発信

園児たちの雨の日の活動場
所としても利用可 屋外からも

利用できる

緊急車両の寄り付き可

屋上プールは
単独で
地域開放可能

配膳用EV

配膳用EV

配膳用EV

WＲ WＲ

WＳ WＳ WＳ

WＳ WＳ WＳ

ＣＲ（小６）

ＣＲ（中３） ＣＲ（中２）

エコボイド

エコボイド

エコボイド

エコボイド

ＣＲ（中１） ＣＲ（中１）

ＣＲ（小５）

ランチルーム（288席）

ラーニング
スペース

ＣＲ（小４）

ＣＲ（小３）

展示
ギャラリー

展示
ギャラリー

展示
ギャラリー

ＣＲ（小２） ＣＲ（小１）

WＲ

WＲ

屋根

WＲ

WＲ

教材倉庫

教材倉庫

教材 教材

教材 教材

音楽１

多目的
ルーム

教員
スペース

特別
支援

WS

WS

WS

WS

多目的
ルーム

教員
スペース

特別
支援

特別
支援

特別
支援

楽器庫
準備
音楽２

理科１

準備

理科２

交流
テラス

交流
テラス

交流
テラス

交流
テラス

図工・技術

図工・美術

職員室

メディアセンター

プレゼンテーション
ルーム

屋内運動場
（メイン）

屋内運動場
（サブ）

学童クラブ

更衣・シャワー

メインアリーナ上部

ステージ上部

プール
（25m）

プール
（低学年用）

更衣
シャワー

渡
り
廊
下

ＷＣ

ステージ控室

器具庫

昇降口
（小学校）

昇降口
（中学校）

校長事務

玄関
（来客・職員）

地域
玄関 保健

給食室

中学生

小学生
8の字の回遊動線

家庭科

準備

準備

放送
倉
庫

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

EV

EV

特支
ｻﾎﾟｰﾄ地域

ＷＣ

ＷＣ ＷＣ

ＷＣ

手洗い

手洗い

手洗い

手洗い

あそびの広場

土間

集いの広場

中庭

中庭

打合せ進路

EV

EV

EV

EV

オープンメディア
スペース

オープンメディア
スペース

手洗い利用者EV

利用者EV

利用者EV

相談
（教育）

更衣・ＷＣ
休憩

器具庫
縄
文
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

【多目的ルーム例】

【校舎ゾーニングイメージ】

【エコボイドイメージ】

【地域利用時の管理区画】

【調べ学習エリアイメージ】

【メディアセンターレイアウトイメージ】

【成長段階に合わせた普通教室廻りの使い方イメージ】【閲覧コーナーイメージ】【楽しみ読みエリアイメージ】

【地域と児童生徒の交流／共有利用イメージ】

【小中の連携がとりやすい職員室イメージ】

【プレゼンテーションルーム例】 【ラーニングスペース例】

気軽に立ち寄れる本を介した学びの拠点
「メディアセンター」

施設一体型の小中一貫校であることを生かした学習／生活環境づくり
－「見る・見られる」から「交流・共有」まで、児童生徒のさまざまな関わり合いを生み出し交流を促進する「８の字型プラン」の提案－

※挿入写真は全て弊社実績

様式第７－３号 技術提案書【教室や学校全体の空間構成】



グラウンド
臨時ヘリポート
車両駐車場

学校エリア①

車両バック動線

グラウンド
（防災広場）
車両駐車場

仮設トイレ・テントスペース

・太陽光パネルにより
　災害時に電力を供給
・屋外プールの水を
　トイレの洗浄水などに利用

・炊き出し支援
・かまどベンチや
　マンホールトイレの
　設置

連携可能
災害支援室
福祉避難室

一般避難所
（高齢者・乳幼児）

炊き出し
支援

学校エリア②
独立運営が可能

学校エリア②

学校エリア①
防災倉庫

緊急車両
出入口①

避難所エリア

避難所エリア

駐車場

駐車場
（防災広場）

緊急車両の乗り入れ

連携

一般避難所

援助隊・ボランティア受付

・緊急車両待機
　救援物資仕分
　雨天時の炊事

防災広場

錬成館

ちの地区
コミュニティセンター

家庭教育
センター 校舎

屋内運動場

緊急車両
出入口②

駐車場
（防災広場）

ちの
保育園

緊急車両
出入口③

一般避難所

LED＋明るさセンサー

LED＋人感センサー
(WC・廊下等 )

換気用小窓

省エネとメンテナンス頻度低減
明るさセンサーによる自動調光

人感センサーによる自動ON/OFF

ライトスルー型太陽光パネル（屋根設置の場合）

庇＋ライトシェルフ

年間2100時間の豊富な日照を発電に活用
屋根下は降雨降雪時も利用可能

高効率エアコン
＋省エネ換気
センサーによるエアコンと
全熱交換器の省エネ運転

日射を遮りながら拡散光を取り入れる
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞﾙｺﾆｰとしても利用可

雨水・地下水利用
年間1,300mmの降雨と地下水を
WC洗浄水や植栽用灌水に活用

高断熱ガラス
冬季の快適な温熱環境実現
空調エネルギー低減

外壁・屋根の
高断熱化
快適な温熱環境の形成
空調エネルギーの低減

温度差による自然換気
階段室上部から建物内の熱気を排出
風が弱い時間帯でも継続的に涼しい環境に

既存樹木の保存
地域生態系への配慮
グラウンドの砂ぼこりの
校舎への侵入を防ぐ防砂林

中庭
通風・採光の促進

凍結・凍上への配慮

県産材による内装木質化
木の保湿効果による冬季の乾燥防止
とインフルエンザ罹患率低下
ストレス緩和・授業への集中力向上

エコモニター
エネルギー消費量・太陽光
発電量等のエコ情報を表示

せせらぎ広場
既存水路を活用した
親水空間

節水の取組み
節水型便器・自動水栓の採用 床吹出空調

足元から暖め底冷えを防止
人がいる高さだけを暖める

シーリングファン
気流感による体感温度低下(夏季)
天井付近の熱だまりを解消(冬季)

堆雪型の屋根
積雪時の児童生徒の
安全性を確保

あそびの広場

WR

中庭 中庭
廊下

階段室

WS

せせらぎ広場

廊下

土間

CR

CR

屋外運動場（サブ）

廊下

CR

WC職員室

廊下

廊下CR

WS

WS

メディアセンター

ラーニングスペース

ランチルーム

雪

12 18
0

断熱材・ペアガラス
なしの教室
断熱材・ペアガラス
なしの教室

断熱材・ペアガラス
ありの教室

室
温
(℃
)

断熱材・ペアガラス
ありの教室

冬の教室における断熱の有無による室温比較

約10℃約10℃
保温・保湿効果

暖かい空気は
軽くなって上昇
暖かい空気は
軽くなって上昇

冷気の取り入れ冷気の取り入れ

夜間も開放可能な
換気用小窓
夜間も開放可能な
換気用小窓 20

25

30

35

ナイトパージあり

ナイトパージなし

時0 6 12 18

室
温
(℃
)

約3℃約3℃

ナイトパージの有無による夏の室温比較

コンクリート 断熱材コンクリート 断熱材

建設 運用 修繕 改修 維持管理 廃棄建替
ライフサイクルコスト(百万円/80年)

0 5,000 10,000 15,000 20,000 0 20,000 40,000 60,000 80,00025,000

環境配慮型
校舎

在来型校舎
環境配慮型
校舎

在来型校舎
55億
削減

ライフサイクルCO2(ton/80年)

27%削減

階段室上部から排出階段室上部から排出

時60

20

25

15

10

5

【80年間にかかるLCCおよびLCCO₂】

02 日常から災害時までを見据えた安全・安心の環境づくり
・児童生徒の南北動線、地域の東西動線に面して、地域交
流室と職員室を配置することで、敷地内での見通しが利
く安全で利便性の高い配置計画となります。

・校地周辺動線の整理を行い、車両と児童生徒の動線は歩
車分離を図り日常の安全性を高めます。

・校内動線は 8 の字型の回遊動線であることで、児童生徒
の状況が把握しやすく死角も少ないため、労力をかけず
に管理することができます。

・２、３階は小中合同の教員スペースを校舎中央に配置す
ることで児童生徒を近くで見守る環境をつくります。

・２階以上の窓は大きく開かないようにもできる工夫も施
し、特に校舎周囲には庇を兼ねたメンテナンスバルコニー
を設置し、上階からのもしもの転落に配慮します。

・児童生徒や教職員だけではな
く、地域の活動の場であるこ
とを考慮し、誰もが使いやす
いユニバーサルデザインやバ
リアフリーに配慮した施設を
つくります。

・校舎の重要度係数 1.25、非構造部材の耐震対策など、災
害にも強い校舎とし、もしもの時の安全・安心も備えた
施設配置計画とします。

・日常の安全性・利便性に加え、災害発生時速やかに避難
所に転換できるような施設計画とします。

・壁、屋根、窓の高断熱化で、冬季の寒さが厳しい茅野にお
いても快適な温熱環境を提供します。北向き教室は高断熱
ガラスの使用等によりドラフト（冷気の下降気流）を感じ
ない環境をつくり、南向き教室と同じ環境をつくります。

・普通教室は、庇とライトシェルフ ( 日射遮へいと採光を両
立した庇 ) によって直射光を遮りながら、豊富な拡散光を
教室内に取り入れ、自然光あふれる明るい教室とし照明エ
ネルギーを低減します。

・校舎の省エネ技術を見える化し、環境教育の教材として活
用可能とします。児童生徒が自ら考え、自ら行動するよう
になることで、更なる省エネ効果が期待できます。

・諏訪盆地に位置する茅野は、昼夜の気温差が大きいため、
夏季はナイトパージ ( 夜間の冷風を取り入れ建物を冷却す
る手法 ) によって、朝、児童生徒を涼しく迎え入れ、冷房
エネルギーを低減する校舎とします。

・環境技術の組合せによって、80 年間にかかる LCC（ライ
フサイクルコスト）を 55 億円 (▲19%)、LCCO₂（ライフサ
イクル CO₂）を 2.4 万トン (▲27%) 低減します。

01 茅野の自然との共生・活用による児童生徒にとっても地球にとっても優しい環境づくり
・シンプルな平面計画であることを活かし、8×8mモジュー
ルの純ラーメン構造とします。構造床にはハーフ PC ボイ
ドスラブを採用し、小梁をなくすことで階高を抑え、型枠
や支保工を減らすことでコスト減や工期短縮に繋げます。

・比較的浅い位置に硬い地盤があるため、上下階の水廻りを
揃えピットを減らし、基礎の根入れを浅くすることで、硬
い地盤の掘削量を減らし、コスト削減につなげます。

・凹凸の少ないシンプルな平面形状
とし、外壁周長を短くすることで、
外壁や建具面積を約 20％削減し、
コストダウンを図ります。

・既存校の家具を調査し、まだ使え
るものは改修して再利用します。

・外壁や屋根の外断熱化による躯体
保護、建物外周部のメンテナンス
バルコニーの設置、設備機器の集
約設置など、徹底してメンテナビ
リティを高め、修繕改修や維持管
理コストを削減します。

03 合理的な構造・工法の選択による
建設・修繕改修・維持管理コストの削減

・茅野市食育推進計画「元気もり
もり食育プラン」の推進、食を
通したコミュニケーションの促
進、地産地消や地域の食文化を
大切にした自校給食へのこだわ
りを大切にするために、２学年
が同時に使用できるランチルー
ムを提案します。

・床／壁／天井／建具／家具／サ
インなど徹底した内装木質化を
はかり、木の温かみに包まれた
学習・生活環境をつくります。
室内の明るさと機能性のバラン
スを意識した計画とします。

・異年齢集団が利用する施設とし
ての配慮も欠かしません。アメ
ニティスペース（トイレ＋手洗
い）は隣り合う学年同士で共有
することで、体格差や心理面に
配慮します。

・保健室は、体格差や心と体のケ
ア面での分離に配慮し、２ヶ所
設けます。水廻り等は１ヶ所と
し、できる部分は共有してコス
ト縮減に努めます。

04 児童生徒の学習・生活環境をより豊かにする
きめ細やかな環境づくり

食を通して、学年を超えたコミュニケーションを育む場
音響性能も兼ね備えた「ランチルーム」

ボイド
PCスラブ
型枠不要

【木の温もりを感じるランチルーム】

【地域材を活用した内装木質化】

【異学年で利用するアメニティスペース】

【庇を兼ねたﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞﾙｺﾆｰ】 【災害時の施設使われ方イメージ】

【天板を再利用した作業台】

【シンプルな平面形状】

【多くのメリットを生むハーフPCボイドスラブ】 【掘削量削減のイメージ】

【断熱の効果】 【風の流れ】 【ナイトパージの効果】【省エネ技術の見える化】

【環境配慮の工夫イメージ】

△従来の天井面
△天井面

支保工不要

複雑 シンプル

外壁面積：多
建具面積：多

外壁面積：少
建具面積：少

【明るさと機能性に配慮した内装木質化】

【安全で利便性の高い配置計画】

△硬い地盤

根入れ深さを抑制

掘削量を削減

小梁不要

階高抑制

【エリアごとにテーマカラーのあるサイン】

【児童生徒を見守る教員スペースの例】

マンホールトイレ

かまどベンチ

学校エリア②
独立運営が可能

避難所エリア

１階

２・３階

校舎

茅野の気候風土や歴史文化を活かした児童生徒を温かく包み込む環境づくり
－環境配慮型スクールを含む数多くの小中学校での実績を活かした子どもたちが安心して学び、生活できる小中一貫校の提案－

様式第７－4号 技術提案書【環境・省エネ、安全・防犯、構造・工法】

※挿入写真は全て弊社実績

８の字の
回遊動線

錬成館 児童生徒の
南北動線

２つの目で
見守りできる

地域交流室

地域の
東西動線

職員室

ちの地区
コミュニティセンター

家庭教育センター

見通し

見通し

歩行者

歩行者

車両

校舎

屋内運動場

教員スペース
（２、３階）

歩車分離

敷地周囲のフェンスで
一次セキュリティ

建物で二次セキュリティ
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